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研究成果の概要（和文）：アンケート調査の結果、オープンガーデンの主催者は、趣味縁を通じたコミュニティ
の拡がりや深化を求める一方、類型を超えて、趣味を通じて地域へのコミットを求める思いのあることがわかっ
た。
また空間解析の結果、顕著な観光資源を持たないオープンガーデンでは、庭同士の距離が2000m を超えると凝集
しないことがわかった。
したがって、着地型観光のモデルとしては、観光を中心とした地域資源との連携・連動の形について、具体的に
検討していくことがポイントとなる。

研究成果の概要（英文）：From a result of the survey, the hosts of the open garden in Japan tend to 
commit to not only their green community but also the local society they have settled themselves. 
However, in order to keep holding the open garden activity under like the covid-19 situation, they 
need to have the mind of communicating with others without suffering it. 
And then judging from the spatial analysis results, in the case of “ordinary” cities that have no 
community resources for tourist, every garden, 2 kilometers or more apart from each other, is 
distributed in a random order.
Therefore we should motivate the hosts of the open garden to welcome visitors for managing an open 
garden activity in Japan. That means we should seek the way of co-operation for visitors and 
residents, as they could handle tourism resources in their area together.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
日本のオープンガーデンは、先進事例から主催者別に3つに類型化できることがわかっており、庭の継続的公開
に関する諸課題に対して系統的に対処できる要素として有効性が確認されていたが、データの観点から妥当性と
信頼性が十分に検証されていなかった。本研究は、全国のオープンガーデン主催者を対象としたアンケート調査
から理論モデルを検証するとともに、空間解析を実施することで、観光を中心とした地域資源との連携・連動の
ための具体的な分布の指標を導き出した。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
日本におけるオープンガーデンに関する研究は、「私的な空間である庭園」を開放することに
よる空間の「公共性」を分析軸として、造園学や都市計画の分野で展開されてきた。ただその後
も、経済波及効果や主催する市民団体・行政の役割等の記述的研究が中心で、庭を公開する理由
や公開を継続する要因といったオーナーの特性自体に関する研究は少ない。 
またオープンガーデンは、いわゆる観光地ではない一般の住宅街に交流人口や関係人口を創
出している。したがって、公開するオーナーの都合でプログラムが組み立てられている。その点
で着地型観光の資源として着目できる。しかしながら、逆に経済活動の入り込む余地が乏しいた
め、観光 DMO( Destination Management Organization)を対象とするような地域の利益享受者
の合意形成に関わる研究対象からは除外せざるを得ない。その意味で、庭のオーナーの参加動機
や公開する場をオーガナイズする運営側の視点から分析する重要性が浮かび上がってきた。 
 
２．研究の目的 
本研究は、先進事例によって明らかにされた日本のオープンガーデンの類型を、主催者の意識
と開催地の空間特性というデータに基づいて全国規模で実証し、理論モデルを完成させること
を目的とする。 
 
３．研究の方法 
複数年にわたる新型コロナウィルス感染の拡大状況を踏まえて、公開開始年や公開件数等を
考慮したオープンガーデンの主催者を選定し、現地へ赴き、文献調査では明らかにできない、主
催者の意識に関するヒアリング調査を行うとともに、運営主体を明記している国土交通省の資
料を元に web 検索の情報を加えて整理した全国のオープンガーデン主催者を対象にしたアンケ
ート調査を行った。 
 またオープンガーデンにおける空間相互作用モデルを解明する上で、既存の観光資源の多寡
が影響を及ぼすかどうか検討する上で、最寄り駅からの直線距離、他庭との近接距離、K関数法
によるバターン分析を用いて、地図プロットによる 2群比較を行った。 
 
４．研究成果 
先行研究により 2016 年現在の全国のオープンガーデン主催者を調査対象母集団としたが、

120 件のうち 19 件は調査時点で郵送先不明であったため送付できなかった。調査時期は 2021
年 10月 20 日〜11月 6日で、郵送配布・回収による自己記入式アンケート調査として実施した。
有効回答数は 55（回収率 45.8％）であった。 
回答の状況を見ると、47 都道府県のうち回答があったのは 34 都道府県（埼玉 15/16、兵庫

8/16、愛知 6/8、東京 5/5、群馬 5/5、長野 5/5、静岡 5/6）と南関東の回答率が高く、クロス集計
では地域差は出なかった。また、オープンガーデンの主催者は趣味縁を通じたコミュニティの拡
がりや深化を求める一方、趣味を通じて地域にコミットしていこうという想いを持っており、そ
こが類型を超えた共通の要素であることがわかった。 
さらに、地図プロットによる 2群比較では、観光資源が多くない住宅地の流山市（千葉県）で
は、オープンガーデン同士の距離が 2000m まではクラスタ（凝集）のパターンを示したが、2000m 
を超えるとランダムになることがわかった（図 1、図 2、図 3) 。それに比べて明治期よりの邸
園といった観光資源に事欠かない大磯では、いすれの距離においてもクラスタ（凝集）のパター
ンが示されている（図 4、図 5、図 6) 。 
この結果は、交流の起点となる公開する各庭の位置について、庭同士の分布と既存の観光資源
から定位することで、訪問者とのマッチングを適正化して、交流人口・関係人口を供給する安定
した観光資源の基盤として整備することが可能になることを意味する。 
 

図 1．ながれやまオープンガーデン公開庭の分布 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



図 2．ながれやまオープンガーデンの散布図    図 3．流山における各庭の凝集性 
 

  
 
 
 

図 4．大磯オープンガーデン公開庭の分布 
 

 
 
 
 
図 5．大磯オープンガーデン全体の散布図    図 6．大磯における各庭の凝集性 
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